
滋
賀
・柳

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
】秘
賀
県
草
津
市
青
地
町
字
水
回
瀬

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
月
―
二
〇
〇

一
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
平
井
美
典

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
お
よ
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

柳
遺
跡
は
、
典
型
的
な
天
丼
川
で
あ
る
草
津
川
の
左
岸
沖
積
地
に
位
置
す
る
。

河
川
改
修
に
伴
い
、　
三

三
二
五
〇
ポ
を
調
査
し
た
。検

出
遺
構
に
は
弥
生
時
代
後

期
―
終
末
期
の
旧
河
道

・
方
形

周
溝
墓
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
掘

立
柱
建
物

・
井
戸

・
土
装
墓
、

鎌
倉
時
代
前
期
か
ら
室
町
時
代

の
水
田
な
ど
が
あ
る
。
水
田
遺

構
は
調
査
地
周
辺
か
ら
西
方
向

の
琵
琶
湖
に
向
け
て
ひ
ろ
が
る

栗
太
郡
統

一
条
里
地
割
に
の
る

も
の
で
、　
三
二
世
紀
中
頃
の
開
田
と
考
え
て
い
る
。
水
田
面
は
三
面
検
出
さ
れ
、

下
三
枚
の
田
面
上
に
は
洪
水
砂
の
堆
積
が
み
ら
れ
る
。
洪
水
に
よ
り

一
時
期
放

棄
さ
れ
た
後
に
耕
作
土
お
よ
び
畦
畔
の
復
旧
が
な
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
最
下
面
の
水
田
耕
作
土
を
覆
う
洪
水
砂
の
最
下
部
か
ら

一
四
点
出
土

し
た
。
決
水
砂
は
厚
い
部
分
で

一
Ｏ
Ｃｍ
程
を
測
り
、
包
含
さ
れ
て
い
た
信
楽
甕

や
土
師
皿
の
年
代
観
か
ら

一
四
世
紀
末
頃
の
堆
積
と
推
測
さ
れ
る
。
水
田
の
表

面
に
あ
つ
た
木
簡
が
洪
水
で
埋

っ
た
の
か
、
洪
水
に
よ
っ
て
他
所
か
ら
流
さ
れ

て
き
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
木
簡
の
出
土
地
点
に
あ
る
程
度
ま
と
ま
り
が

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
遠
方
か
ら
流
れ
て
き
た
と
は
考
え
に
く
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文
・内
容

ω
　
　
×
最
上
第

一
希
有
之
法
若
是
経
典
所
」
　

（Ｐこ

×
ｓ
溢

伽
常
Φ

〔
分
力
〕

②

　

□
不
及

一
百
千
万
億
分
」
　
　
　
　
　
　
（牌ｅ
溢
契
〓

ｏる

０

　

「須
菩
提
於
意
云
何
可
以
三
十
二
相
観
如
来
不含

∞
じ

×
Ｐ
∞
×
ｏ
∞
　
ｏ
Ｐ
Φ

い
　
　
×
心
如
来
悉
知
何
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ
登
巽
〓

ｏ毬

〔
提
力
〕

「□
須
菩
提
実
無
有
法
仏
得
×

（
牌
∞
『
）
×

岸
ヽ
×
〇
∽
　
ｏ
Ｐ
ｏ

「般
若
波
羅
蜜
経
乃
至
四
句
掲
等
受
持
読
誦
為
」

中
卜
⇔

×

Ｐ
∞
×

ｏ

伽

　

〇
牌
】

(京都東北部)



2001年 出上の木簡

０

　

「説
但
凡
夫
之
人
貧
…
…
日
□
」

①

　

「有
法
眼
須
菩
提
於
意
云
何
如
来
×

⑤
　
　
×
貌
三
菩
提
」

⑩

　

□
須
菩
提
凡
夫

⑪
　
　
×
縁
得
福
□
□

〔以
力
〕

⑫

　

「千
万
億
劫
□
口
□
□

⑬

　

耶
如
来
有
所
説
法
耶
須
菩

⑭
　
　
×
貌
三
菩
提
」

（
∞
∞
＋

Ｐ
∞
］
）
×

岸
］
×
ｏ
ф
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

ρ

∞
∞
）
×

Ｐ
∞
×
９
ω
　
ｏ
岸
ｏ

（
Ｐ
ト
ト
）
×

Ｐ
卜
×
９
∞
　
ｏ
Ｐ
ｏ

（
『
］
）
×
Ｐ
］
×
９
枷
　
ｏ
∞
μ

（
⇔
∞
）
×

Ｐ
∞
×
ｏ
い
　
ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
Ｏ
∞
）
×
Ｐ
∞
×
〇
伽
　
ｏ
解
Φ

（
Ｆ

じ

×

含

ｅ

×
９
∞
　
ｏ
∞
μ

含

∞
伽
）
×
岸
∞
×
ｏ
∞
　
ｏ
Ｐ
Φ

出
土
木
簡
は
す
べ
て
柿
経
で
あ
る
。
柾
目
に
剰
ぎ
取

っ
た
桧
の
薄
板
で
、
頭

部
を
圭
頭
状
に
し
た
短
冊
形
に
つ
く
る
。
幅
約

一
・
三
帥
厚
さ
約
〇

・
五
ｍｍ
で
、

長
さ
は
完
形
の
０
で
二
四

・
六
伽
あ
る
。

内
容
は

『金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
で
あ
る
。
経
文
は
片
面
の
み
に
書
写
さ
れ
、

書
体
は
同

一
で
あ
る
。
全
文
が
残
る
０
は

一
七
文
字
が
配
さ
れ
る
。（平

井
美
典
）

ｉ
③

綾
鰯
爾
に
院
に
罐
悪
に
は

け
握
握
飲
鰯
寅

証
籐
麟
園
饉
踏
餓
錘
饉
鹸
趨
錢
錘
饉
鹸
羅
麗
騨

踵
飴
鯵
∈
け
に
圧
ｕ
け
に
に
に
に
け
に
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